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1９９６－５月
平成８年５月１５日

穀雨の日に太々神楽

明治15 年から内 谷 春日神 社の氏子た ちによ って 継承さ れ

てきた 太々神 楽が ４月20 日 、神社境内 の麑 殿で垂納さ れ ま

し た．この日は ．内谷太々神楽 保存会の聚人 たちが「岩戸 」

「三人 太刀」など13 の 攬を 披露、今年 は「 二萃扇」 の復活

奉納 や ．中 学 １年 の菅 野大襲 君 が楽人とし て新 たに 加わる

なと？8 の舞すべての復活に弾み がつ きまし た．賃の奉納は ．

毎年 ４月の 第３日 曜日 で１ が ．今 年は御 神輿 渡御が ４年ぷ

りに行 わねた ため.20 日と なり まし た．

2（）日は24 節気の穀雨．作物を潤苓春雨が上がった境内で ．

曹作を 祈る 伝 統芸能 が披露さ れまし た、



燃
え
る
ご
み
は

町
指
定
の
ご
み
袋
で
!
!

戦
後
の
混
乱
期
を
乗
り
越
え
、
高
度
経
済
成
長
を
と
げ

た
日
本
。
生
活
が
豊
か
に
な
っ
た
半
面

、
大
量
生
産
と
大

－

消
費
に
伴
う
ご
み
の
搬
出
量
は
、
増
加
す
る
ば
か
り
で

す
。
何
年
か
後
に
は
日
本
中
の
最
終
処
分
場
が
い
っ
ぱ
い

に
な
っ
て
し
ま
う
…
。
そ
ん
な
ギ
リ
ギ
リ
の
と
こ
ろ
ま
で

問
題
は
深
刻
化
し
て
い
ま
す

。
昨
年
六
月
に
成
立
し
た

「
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
」
は

、
市
町
村
、
事
業
者
、
消

費
者
が
そ
れ
ぞ
れ
に
責
任
を
持
ち
、
再
生
利
用
の
役
割
分

担
を
し
て
い
く
こ
と
を
決
め
た
も
の
で
す
。
使
い
捨
て
か

ら
再
利
用
へ
と
時
代
は
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
今
ま
で

処
分
さ
れ
て
い
た
ご
み
を
、
い
か
に
再
利
用
す
る
か
が
問

わ
れ
る
時
代
に
な
り
ま
し
た
。

国見町のごみの量と負担金の推移

伊
達
地
方
衛
生
処
理
相
合
負
担
全

どうしたら減らせる？

リサイクルできる？



問い合わせ　住民謹生活環境係谷 85-21  1

二
月

に
ま
と
め

ら
れ
た
国

見
町
ご

み
減

量
化
・
再

生
利
川

等
推

進
協

議

会
（
斎
藤

太
助
会
艮

）
の
提

言
を

受

け

て

、
国
兄
町

ご
み

減
噴
化

推
辿

員

会
が

設
置
さ

れ
。
四
月

三
十

口
初

の

会
議

が
開
か

れ
ま
し

た
。

こ

の
日
の
会

議
で

は

。
ご

み
の
処

理

状
況

、
容

器
包
装

。心
‥生
利

川
に

つ

い
て

の
機
要

説
明

に
続
き

、
町

の
ご

み
減
量
化

と
再
生
利

川
に
対

す
る
取

り
組

み
方

に
つ

い
て
の
討
議

が
行

わ

れ
ま

し
た
。

会
議

で
決
定
さ

れ
た
国

見
町
の
方

策
は

次
の
と

お
り

で
す
。

ご
み
は

３
種
類
に

分
け
ま
し
ょ
う

●
町
指
定
の
ご
み
袋
で

出
す
ご
み

●

ク
リ

ー
ン
ボ
ッ
ク
ス

で
出
す
ご
み

●
廃
品
回
収
業
者
へ

出

す

ご

み

町
指
定
の
ご
み
袋
に
は

●
タ
バ
コ
の
吸
い
が
ら
、
紙
く
ず

苡
、
皮
革
類
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

品
、
紙
お
む
つ
、
貝
が
ら
な
ど
。

※
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
当
分
の
川
、

町
指
定
の
ご
み
袋
へ
入
れ
て
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※
生
ご
み
は
、
コ
ン
ポ
ス
タ
ー
で
処

理
し
ま
し
よ
う
。

〔
お
ね
が
い

〕

町
内
会
名
、
氏
名
を
明
記
す
る

有
料
の
指
定
ご
み
袋
は
七
月
一
日

か
ら
収
売
。
ご
み
減
量
化
推
進
員

が
年
二
回
程
度
賠
入
希
望
と
り
ま

と
め
を
行
い
ま
す
。
足
り
な
い
時

は
町
内
の
特
定
商
店
で
。
（
卜
枚

あ
た
り
百
十
円
）

七
月
一
日
以
降
、
桁
定
ご
み
袋
以

外
の
袋
は
使
川
で
き
ま
せ
ん

準
備
川
間
と
し
て
六
月
二
十
日
ま

で
の
閥
、
各
世
帯
に
指
定
ご
み
袋

を
五
十
枚
、
無
償
で
配
布
し
ま
す

ク
リ
ー
ン
ボ
ッ
ク
ス
に
は

ス

チ
ー
ル

缶

、
蛍

光
灯
、
電

球
、
割

れ
た
ぴ

ん
や

ガ
ラ

ス

類
、

陶

器
、

乾
電

池
、
黒
や
緑

色
の

Ｉ
升
ぴ

ん

な
ど

は

、
こ

れ
ま

で

ど

お

り

ク

リ
ー
ン
ボ
ッ
ク
ス
で
。

殺
虫
剤
な
ど
が
人
つ
て
い
た

ス
プ
レ
ー
缶
の
場
合
は
、
穴

を
あ
け
、
ガ
ス
を
抜
い
て
く

だ
さ
い
。

廃
品
回
収
業
者
へ

出
す
ご
み
は
さ
ら

に
細
か
く
分
別
し

て紙
慙

新

聞
紙
、
雑
誌

、
ダ
ン

ボ
ー
ル

、

紙

パ
ッ

ク
な
ど

。

牛
乳
や
ジ
ュ
ー
ス
が
入
っ
て

い
た
紙
パ

ヅ
ク
は
切
り
開
き

水
で
洗
っ
て
く
だ
さ
い
。

ぴ
ん
頬

ピ
ー
ル
び
ん
、
ジ
ュ
ー
ス
ぴ
ん
。

透
明
な

Ｉ
升
び
ん
な
ど
。

キ
ャ
ッ
プ
を
は
ず
し
、
巾
を

洗
っ
て
く
だ
さ
い
。
ラ
ベ
ル

は
付
い
た
ま
ま
で
も
か
ま
い

ま
せ
ん
。

●
空
き
缶
類

ア
ル
ミ
缶
の
み

町
桁
定
の
ご
み
袋
に
入
れ
て

出
し
て
く
だ
さ
い
。

粗
大
ご
み
は

こ
れ
ま
で
ど
お
り

「資源ごみ」とリサイクルの日
【資源 回収団 体報 奨金はl kg 当 たり ５円】

・回収 繋者は、町内 会ごとの 資源ご みの 覗さをは か

り、回収明細さ をお渡しします。

･ その明細 書に基づき､ 町では｢ 資源回収団 体報奨金｣

を交付。

【お 願 い 】

・リサイクルの日には資源ご み以外は出さないで。

・収集日の 午前８時 まで、指定場所 へ。

一紙類は種類ごとに十字に結んで｡

・アルミ缶にはスチール缶を混ぜないで。

・割れたぴんは出さないで。

【ボラ ンテ ィア 団体 の回収 】

・子ども 会､ スポ ーツ 少年団、婦人 会などによる資源

ごみ回収もこれまでどおリ推進し まし よう。

・この場 合も。「資源回収団 体報奨金」を交付し ます。

【資 源ご み】

缶　　　 類 �
アルミ缶　(

スチール缶は除きます)

古　紙　類 �新聞紙、雑誌、ダンボール、紙パック

び　ん　類 �
ピールぴん、ジュースぴん、透明な一升
ぴん　(

ラベルはそのまま、巾は水洗いを)

【リ サイ クル の日 】

毎月１回､ 地区別にリサイクルの日（資源ごみ収集日）を験けます。

藤 田 ・ 山 崎 ・ 石 母 田 地 区 �第２土曜日

小坂・森江野・大木戸・大技地区 �第 ４上曜 日

【収 集場所 】

･町内会ごとに収集場所 をＩか所設定､ 資 源ごみ回収

業者が決められた日に回収。



いざ
というときの不安解消!

高
齢
者
緊
急
通
報
装
置
を
設
置

四
月
十

．
日
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
急
病
や
災
山

時
の
不
安
を
解
消
す
る
た
め
の
「
緊
急
辿
報
シ
ス
テ

ム
」
の
通
報
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
．

通
報
式
で
は
、
冨
永
町
長
が
「
緊

急
通
報
装
置
の
股
置
は
。
老
後
も
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
の
一
つ

で
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
こ
の
後
、
Ｍ

水
町
長
や
吉
田
謡
会
議
長
ら
が
テ
ー

ブ
カ
ッ
ト
を
行
い
、
シ
ス
テ
ム
の
始

動
を
祝
い
ま
し
た
。

緊
急
辿
報
シ
ス
テ
ム
は
、
一
人
暮

ら
し
高
船
者
と
観
川
台
文
化
セ
ン

タ
ー
や
辿
報
協
力
貝
を
電
話
回
線
で

結
ぶ
も
の
。
一
人
暮
ら
し
の
鳥
齢
者

に
「
緊
急
嘔
忽
」
が
発
生
し
た
と
き

は
、
電
話
本
体
の
緊
急
ボ
タ
ン
や
手

持
ち
の
ペ
ン
ダ
ン
ト
型
の
送
信
機
の

ボ
タ
ン
を
押
す
と
登
録
さ
れ
た
連
絡

先
に
自
動
的
に
通
報
さ
れ
、
救
急
収

や
消
防
車
な
ど
の
手
配
を
依
頼
す
る

こ
と
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

日
中
は
、
同
文
化
セ
ン
タ
ー
が
優

先
順
位
一
位
。
夜
間
は
、
近
く
に
住

む
身
内
や
民
生
委
員
な
ど
の
通
報
協

力
員
な
ど
二
位
匸
二
位
の
家
へ
自
助

的
に
転
送
さ
れ
ま
す
。

国
見
町
で
は
、
今
回
卜
台
を
設

置
。
さ
ら
に
、
平
成
八
年
度
巾
に
三

卜
台
を
追
加
般
置
す
る
予
定
。

緊
急
通
報
装
置
の
設
置
に
要
す
る

費
用
は
六
万
六
千
円
で
す
が
、
所
得

税
非
課
税
世
帯
の
場
合
は
無
料
に
な

り
ま
す
。

な
お
、
国
兄
町
の
六
十
五
歳
以
上

の
人
口
比
率
は
二
つ
・
九
％
、
こ
の

う
ち
、

。
人
暮
ら
し
高
齢
者
は
女
性

ハ
ト
人
、
男
性
一
不

人
の
計
百
人
で

す
。

応
援
し
ま
す
育
児
と
仕
事

◆わくわく放課後支援事業◆

五
月

八
日
、

青
児

と
仕
事

の

両
立
を

支
援

す
る

『
国
見

町

わ
く
わ

く
放

課
後

支
援

事

業
－

観
月

台
子

ど
も

ク
ラ
ブ

‐

』

が

ス

タ

ー

ト

し

ま

し

た
。こ

の
嘔

業
は

、
国
・見

町
が

福

鳥
県
の

柚
助

を
受
け

て
行

う
も
の
で

、
近

年
の

少
子
化

に
加
え

。
就
労

す
る

母
親
や

核

家

族

化

の

増

加

に

よ

っ

て

、
帰
宅

し
て

も
保

護
者
が

い
な

い
家

庭
の
児

童

を
保
育

す

る
事
業

で
す

、
小

学

Ｊ
年

生

か
ら

三
乍
生

ま
で

の
児
童

を
対
象

に
、
観

月
台

文
化
セ

ン
タ
ー
の

児
童
・室

を
中
心

に
行
わ

れ

ま
す
。
夏

休
み
や

冬
休

み
な

ど
の
学

校
休
業

期
間
や

祝
日

。
施
設

の
休
館

口
な
ど
を

除
く
毎

週
月
噸
口

か
ら
令

昭
日
ま

で
の

毎
口

、
学

校
の

授
業
が

終
わ

っ
た
後

。
保
護
者

が
婦

宅
す

る

ま
で
の

概
ね

三
時
間

。
自
主

学
習
や

読
河

、
ゲ
ー
ム
や

運
動

な
ど

で
楽
し

く
過
ご
し

て
も

ら
お
う

と
い
う
も

の

で
す

。

ケ
ア

ワ
ー

カ
ー
は

、
前
森
江

野
小

学
校
艮

で
、
岡
見

町
社

会
教

育
指
導

貝
の
伊

勢
文

朗
さ

ん
（
山
崎
字

沢

川

四
の
九

）
で
す

。
伊

勢
さ
ん

の
ほ
か

、

岡
見
町
民

生
委
貝

の
主
任
児

童
委
貝

や

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
み
な

さ
ん

、
民

間
指
導
者

ら
も
活

動
の
手

助
け
を
し

ま
す

。

開

所
式
は

、
五

月

八
日

、
観
月

台

文
化
セ

ン
タ

ー
で

行
わ
れ

、
冨
永
町

長
や
人

槻
藤

用
小
学

校
妓

。
民
生

委

員
な
ど

約
ニ
ト

人

が
出
席

。
冨

永
町

艮
が
『
国
見
町

を
担

う
子
ど

も
た

ち

が
健

全
に
育

つ
よ

う
、
保
護

者
の
み

な
さ

ん
が

安
心

し

て
働
け

る

よ
う

。

こ
の
嘔

業

を

推
進
し

て

い
き

た

い
』

と
あ

い
さ
つ

。
式

の
後

、
オ

リ
エ

ン

テ
ー

シ
ョ
ン

が
行

わ
れ
、
児

童
の

受

入
れ
体

制
を

話
し

合

い
ま
し

た
。

な

お
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ

ア
を

募
災
中

で
す

。

☆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

保
健
福
祉
課
福
祉
係

さ
（
8
5）
2
7
9
3



国土調査事業

今年度は

小坂 地区です

平
成
八
年
度
の
国
土
調
在
は
、
小

坂
地
区
で
実
施
し
ま
す
。

国
土
調
査
は
、
法
務
局
桑
折
出
弘

所
の
登
記
簿
や
字
限
図
に
記
祓
さ
れ

て

い
る
内
容
と
合
わ
せ
な
が
ら
実
施

し
、
地
権
者
は
も
と
よ
り
、
地
区
の

国
土
調
査
推
進
委
貫
の
協
力
を
得
な

が
ら
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

国
兇
町
の
国
上
醐
査
は
、
昭
和
六

十
二
年
度
か
ら
始
め
ら
れ
、
こ
れ
ま

で
の
調
査
面
積
は
一
三
・
二
四
平
方

。
。μ

、
登
記
完
了
面
積
一

丁

八
七

爭
方
’

む
い
と
な
っ
て

い
ま
す
。

な
お
、
今
年
度
の
調
査
予
定
而
積

は
．
〇
・
九
一
平
方

０
４

★
調
査
予
定
字
名

人
字
小
坂
地
内
（
1
6字
）

北
町
衷

、
小

坂

、
西

町
衷

、
巾

川
原
、
宮

五
郎
内

．
向

川
原
ｊ
（

反
川
、
台

、
巾
叨

、
堤
下

、
カ

ニ
坂
．
鳥
沢

、
鹿

野
、
占

内
、
ミ

ツ
ヤ
、

上
前

川

大
字
鳥
取
地
内
（
２
字
）

西
ノ
内
、
宿
ノ
淀

大
字
泉
Ⅲ
地
内
（
2
8字
）

赤
坂

、
愛

宕
下

、
雨

沼
、
大

松

山
．
川

北
、
川
南

、
虚

空
蔵
上

、

新
田
、
新

川
前

、
神
武
山

、
神

明
沢

、
竹

沢
、
平

林
．
二
階

平
、

高
石
峰

气

堤

帆
、
矜

蔵
．
普

蔵
上
．
的

場
、
丸

山
、
三
ッ

谷
、

笹
倉
．
持
越

、
石

渡
、
源

女
、
川

蜘
、
塚

Ⅲ
．

初
量

★
小
坂
地
区
国
土
調
査
推
進
委
員

（

敬

称

略

）

佐

藤
政

气

佐

藤
金

治
郎

、
関
口

£

一
、
佐
麟

以
‥
明

、
山

田
秋

男
、
安

藤

留
作
、
佐
藤

俊
雄
。
斎
藤
光

夫
、

斎

藤
實

、
高
原

良
『

高
橘
友

義
、

佐

藤
秀

男
、
佐

藤
勇

。
小

坂
精

一
、

佐

藤
忠

雄

、
佐

藤
秀

雄

、

瀬

戸

新

蔵
、
後
藤

功
、
安

孫
子
孝

三
、
渡

辺

末

ぺ

宮

崎
茂
好

、
大
内

善
次

郎

、
佐
藤
徳

市

。
佐

藤
光
雄

。
仲

野

川

二

佐

膝
豐

蔵
、
鳥
橋
ａ

寿

調
査
予
定
地
域
図

国土調査つて何？

土地には、「埴番、地目、地籍（面積）、所有者」があります。こ

れらを「地籍」といいます。この埴籟の内容は、登記所の土地登記
鴒や儷え付けの地図に紀敏されて．みなさんの樞刊の保鴆が圜
られています。しかし。現在ある土墻釁妃鴒溷び備え付けの

地図Ｕ、明治の初めに作られたもので．測・ 技術が未熟
だったことや息いで作られたために、当初から現地と
合 わな かったり 、ま た長い年 月が遇 ぎるう ちに今

の地驤の状況と紀録されている内容が一致し
なくなってきています。
そこで。貫障の土地の状況と登妃簿

の内 容に つい て 、愚 新の技 術 を用

いて一筆ご とに調査測量し、
今の状況に合った量妃・ や
儷 え付 けの 地図 を 作成

しようというのが
国 土調査 事業の

目的 です。

問い合わせ
企画商工課　国土調査係

谷 ( 85 ) 2967



お願いがあります。下水道の恥設は、将来に わたっ て使用する私たちの共有財産ですから、下

水道条例などに定めら れたこと を守って、旄詮の爵命を長く保つようご協力をめ鯒いします。

公
共
下
水
道
一
部
供
用
を
開
始
し
て

公
共
下
水
道
の
一
部
供
用
が
始
ま
っ
て
一
か
月
あ
ま
り
が
た
ち
ま

す
。
こ
れ
ま
で
町
に
は
。
約
五
十
件
の
排
水
設
備
工
嘔
の
確
認
申
請

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
ご

不

世
帯
以
上
が
下
水
逆
を
利

用
し
て
い
ま
す
。
こ
の
排
水
設
備
工
事
を
実
施
す
る
に
当
た
っ
て
、

み
な
さ
ん
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
質
問
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、

特
に
多
く
寄
せ
ら
れ
た
質
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

排
水
設
備
の
工
事
費
は
、
ど

の
く
ら
い
に
な
る
の
で
す

か
？

こ
れ
ま
で
の
例
を
調
べ
て
み

る
と
匸

般
的
な
工
事
で
約

三
十
万
円
か
ら
七
十
万
円
ほ

ど

で
す

。排
水
股
備
工
事
費
に
幅
が
あ

る
の
は
ど
う
し
て
で
す
か
？

排
水
設
備
工
事
は
、
緋
水
管

を
埋
設
す
る
工
事
や
汚
水
マ

ス
の
取
り
付
け
、
ト
イ
レ
の

改
造
な
ど
各
家
庭
の
状
況
や
便
器
の

種
飢
な
ど
に
よ
っ
て
差
が
出
て
き
て

い
る
よ
う
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
排
水
設
備
工
事

の
完
了
具
合
は
ど
う
な
の
で

す
か
？

傾
向
と
対
策

排
水
設
備
工
事
は
、
ど
の
指

定
工
叭
店
も
講
習
会
へ
の
参

加
な
ど
に
よ
っ
て
技
術
を
習

得
し
て

い
ま
す
か
ら
、
ど
の
排
水
設

備
工
事
も
良
好
な
仕
上
が
り
で
す
。

こ
れ
ま
で
に
、
検
査
で
不
合
格
に

な
っ
た
例
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
万
が

『

検
査
の
結
火
不
合
格
に
な
っ
た

場
合
は
、
指
定
工
嘔
店
の
責
任
で
、

合
格
と
な
る
ま
で
何
度
で
も
手
直
し

を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
か
ら
ご
安

心
く
だ
さ
い
。

既
設
の
排
水
管
は
使
用
で
き

な
い
の
で
す
か
？

排
水
管
の
内
径
や
勾
配
は
、

次
の
表
の
よ
う
に
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
既
設
の
排
水
管

が

こ
れ

に
合

っ
て

い
れ
ば
使
用

す
る

こ

と
が

で
き

ま
す
。
し
か
し

。
雨
水

と
汚

水
が

同
一
の

緋
水
管
に
流

れ
込

ん

で

い
る
場
合

は
、
雨

水
は
別

に
排

水
し

な
け

れ
ば

な
り
ま

せ
ん

。
指

定

工
叭

店

に
ご
相

談
く
だ

さ

い
。（
表
１

）

排
水
設
備
工
事
の
工
事
日
数

は
ど
の
く
ら
い
か
か
る
の
で

す
か
？

家
屋
の
立
地
条
件
な
ど
で
変

わ
っ
て
き
ま
す
か
ら
一
概
に

ａ

え
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ま
で

の
例
を
み
る
と
．
二
日
か
ら
五
日
ぐ

ら
い
で
完
了
し
て
い
る
よ

う
で
す
。

こ
の
う
ち
、
ト
イ
レ
が
使
え
な
い
の

は
半
口
か
ら
一
日
ぐ
ら
い
で
す
。

排
水
設
備
工
事
の
整
備
資
金

利
子
補
給
制
度
と
は
ど
の
よ

う
な
制
度
な
の
で
す
か
？

排
水
設
備
等
整
備
資
金
利
7
.

補
給
制
度
は
、
排
水
設
備
工

亊
に
要
す
る
費
用
が
、
自
己

資
金
に
不
足
す
る
方
に
対
す
る
制
度

で
す
。

・
融
資
限
度
額

工
喞
一
件
に
つ
き
、
五
十
万
円

（
ア
パ
ー
ト
な
ど
は
百
万
円
）

・
返
済
方
法

三
十
六
か
月
以
内
の
元
金
均
等
剛

賦
返
済

・
利

子
無
利
子
（
町
が
利
子
分
を
負
担
）

下
孝
道
使
用
料
金
は
ど
の
ぐ

ら
い
に
な
る
の
で
す
か
？

下
水
道
の
使
用
料
金
は
、
次

の
よ
う
な
計
算
で
算
出
し
ま

す
。
（
軣
２
）

・
水
辺
水
だ
け
を
使
っ
た
場
合

水
道
水
の
使
用
徽
に
よ
り
算

出
。

・
自
家
水
だ
け
を
使
っ
た
場
合

一
か
月
の
一
人
あ
た
り
の
使
用

量
を
六
立
方
Ｕ

と
し
、
こ
れ
に

家
族
数
を
乗
じ
た
叺
で
算
出
。

・
水
道
水
と
自
家
水
を
使
っ
た
場
合

一

か
月
の
一
人

あ
た
り

の
内
‥家

水
使

用
量

を
三

立
方
じ

と
し

、

こ
れ

に
家
族
数

を
乗
じ

て
算
出

し

た
量
に
水

道
水

の
使

川
飢
を

合

わ
せ

た
量
で

算
出

。

表１ 【規模別配 水管の太さと勾配】

排　水　人　囗(

一般家庭や事業所の人員) �
配水管の内径 � 配水管の勾配

150 人未満 �100mm 以上 �100分の2.0以上

150 人以上300 人未満 �125mm 以上 �100分の1.7以上

300 人以上500 人未満 �150mm 以上 �100分の1.5以上

500 人以 上 �200mm 以上 �100分の1.2以上

表２ 【下水道使用料金表】

基本使用料金 �10㎡まで �1 か月 �1,250円

超過使用料金 �11

～20 ㎡ �

１㎡あたり �150

円

�21～50㎡ ��180円

�51㎡以上 ��230円

※計算例
●水道水を20 ㎡使用した場合

20 ㎡－10 ㎡（基本使用量）＝10 ㎡（超過使用量）

基本使用料金（10 ㎡まで） �1250 円

超過使用料 金（10 ㎡×150 円） � 乢 500円

消費税（3 ％） �82 円

計 �2.832円

★問い合わせ／都市整備課・下水道係　谷 85 ｰ 2 9



稲作のコス卜削減をねらう

今
秋
に
注
目

現
在
広
く
行
わ
れ
て
い
る
田
植
機
に
よ
る
稲
作
で
は
、
育
苗
作
業

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
そ
の
脊
苗
作
業
に
か
か
る
労
力
と
コ
ス
ト
を
削

減
し
よ
う
と
考
え
ら
れ
た
の
が
「
直
播
栽
培
」
で
す
。
新
食
糧
法
の

施
行
に
伴
い
、
新
し

い
稲
作
の
あ
リ
方
を
模
索
す
る
一
つ
の
挑
戦
が

始
ま
り
ま
し
た
。

五
月
十

日
、
八
巻
孝

雄
さ

ん
（
徳

江
・
舘

り
一
）
の
水
ｍ

（
二

七
・
五

ａ

）

で

、『
湛

水
直

播
栽

培

』
の
播

種
実

演

が

行
わ

れ
ま
し

た
。

こ
の
日

の
実
演

会
は

。
伊
達

地
城

ａ

業
改
良
普

及
セ
ン

タ
ー
の
央

証
展

示
水

田
と
し

て
初
め
て
取

り
組

ん
だ

も

の
で

。
関

係
者

約
百
五

十
人

が
参

加
し

、
播
種

機

に
よ

る
条

播
を
熱

心

に
見

守
り

ま
し

た
。

直
播
栽

培
は

、
昨
年
十

一
月

に
施

行

さ
れ

た
新

食
糧

法
対

策

と
し

て
、

稲
作

農
業
の

収
入
安
定

と
米
の

需
給

変
動

へ
機

敏
な
対
応
を
図

る
た

め
の

栽

培
方
法

の
一

つ
。
規
模

拡
大
や

労

力

、
コ

ス
ト

な
ど

の
削

減
を
図

る
稲

作

方
法

と
し
て
、
福
鳥
県

で
も
本

格

的

に
収
り
組

む
こ
と

と
さ
れ
た

も
の

で

す
。

ま
た
、
直

播
栽

培
を
実

施
し

た
場

合

、
直

播
火

施
而

積
の

一
五
％

に
つ

い
て
、
化

産
調
整

実
施
而

積
と
し

て

試
験

的
に
今

後
三
年
間

実
紋
算

入
さ

れ

る
ほ

か
、
県
か

ら

Ｉ
〇

ａ
当

た
り

四
千

円
の
助

成
令
が
支

払
わ
れ

る
こ

と

に
な

っ
て

い
ま
す

。

直
播
栽

培
に
は

、
今
回

行
っ

た
よ

う

な
代

か
き
後

に
播
種

す
る
「
湛
水

直

播
」
の
ほ

か
、
耕
起
後

に
ド
リ

ル

シ

ー
ダ
な

ど
で
播

種
す

る
『
乾
田

直

播

』
が

あ
り
ま

す
。

今
秋
の

成
果

が
注
目

さ
れ

ま
す

。

斎
藤
榮
司
ｻ
ﾝ
が

退

団

国
見
町
消
防
団

四
月
一
日
付
け
で
国
見
町
消
防
団

員
を
退
団
し
た
斎
藤
榮
司
さ
ん
に
感

謝
状
が
、
新
た
に
団
員
と
な
っ
た
野

崎
信
男
さ
ん
ら
三
人
に
辞
令
が
交
付

さ
れ
ま
し
た
。

斎
藤
さ
ん
は
。
昭
和
三
十
四
年
四

月
に
入
団
ご
ニ
ト
七
年
に
も
及
ぶ
期

間
。
消
防
団
貝
と
し
て
活
躍
す
る
と

と
も
に
、
第
四
分
団
分
聞
畏
も
務
め

ま
し
た
。

★
新
入
団
員
（
敬
称
略
）

野
崎

信
男
　

橋
本

孝
文

吉
田

和
博

直播栽培に挑む



保健だより
保健福祉課　保健増進係　85-2783

歯 の衛生週間

6月４日～10 日

おいしいね　かめる喜び

みんなの幸せ

【乳 児 健 診 】

対　象　乳　児　・ � 実 施 日 � 心　　 Ｆｘ　　 場
� 受け時問 � 内　　　　　容

。。 陌 扁 回9

ヶ月児　lii11511�

７月25日(和 �

観月台 文化

セン ター　(

第1 和室) �

午後1時30分

から

午後2時まで �

医 師 の指導 、身 長、

体重 測定 、調乳 、離

乳、 家族 計両等 につ

いて のお話o

＊母子手帳を忘れずに!

【麻しん( はしか) 予防接種】

対　　　象　　　幼　　　児 �実 施 方 法

�　医療機関での　　

個別接種(

接種回数は1回)

･ｌ ｉｌ ’ ． ● ｊ －　 ．　 ″ ｉ　 ●ｉｒ Ｊ ‘　 ． ’ ．　 ｌ ．１　　　 八　 ●　

接唾該当者には．日程等を開別にお知らせします。該当幼児より 早い

生まれでも生後90月までは接佃可能です。麻しん予防接種未接樋の方

は．保健福祉課保健増進係までお問い合わせください。

予
防
接
種
に
つ
い
て

町
で
は
、
乳
幼
児
の
予
防
接
種
に
お
い
て
、
ポ
リ
オ
以
外
は
佃
別

接
極
と
な
り
。
匕
記
麻
し
ん
予
防
接
種
の
よ
う
な
方
法
で
、
保
護
者

の
皆
さ
ま
に
お
知
ら
せ
し
て
お
り
ま
す
。

Ｆ
防
接
種
は
、
健
康
な
人
が
元
気
な
時
に
接
種
を
受
け
、
そ
の
病

原
体
の
感
染
を
Ｉ
防
す
る
も
の
で
す
か
ら
。
体
調
の
よ

い
時
に
受
け

る
の
が
原
則
で
す
。

日
ご
ろ
か
ら
保
護
者
の
皆
さ
ん
は
。
お
子
さ
ま
の
体
貿
、
体
調
な

ど
、
健
康
状
態
に
よ
く
気
を
配
っ
て
く
だ
さ
い
。

以
下
は
、
予
防
接
傾
を
受
け
る
と
き
の
一
般
的
注
意
嘔
項
で
す
。

①
受
け
る
Ｆ
定
の
予
防
接
種
に
つ
い

て
、
辿
知
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
よ

く
読
ん
で
、
必
要
性
や
副
反
応
に

つ
い
て
よ
く
理
解
し
ま
し
よ
う
。

わ
か
ら
な
い
こ
と
は
会
場
で
接
種

を
受
け

る
前
に
質
問
し

ま
し

よ

②
受
け
る
前
口
は
入
浴
（
又
は
シ
ヤ

ワ
ー
）
を
さ
せ
、
体
を
清
潔
に
し

ま
し
よ
う
。

③
当
日
は
朝
か
ら
子
ど
も
の
状
態
を

よ
く
観
察
し
、
ふ
だ
ん
と
変
わ
っ

た
と
こ
ろ
の
な
い
こ
と
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

④
清
潔
な
着
衣
を
つ
け
さ
せ
ま
し
よ

⑤
接
柚
を
受
け
る
子
の
日
ご
ろ
の
状

態
を
よ
く
知
っ
て
い
る
保
護
者
が

連
れ
て
い
き
ま
し
よ
う
。

⑥
予
診
票
は
子
ど
も
を
診
て
接
種
を

し
て
く
だ
さ
る
お
医
者
さ
ん
へ
の

大
切
な
情
報
で
す
。
責
任
を
も
っ

て
記
入
す
る
よ

う
に
し
ま
し

よ

う
。
何
か
気
に
か
か
る
こ
と
が
あ

れ
ば
、
あ
ら
か
じ
め
、
か
か
り
つ

け
の
医
師
に
相
談
し
、
で
き
れ
ば

予
診
米
の
医
師
記
入
襴
に
診
断
内

容
を
記
入
し
て
も
ら
い
ま
し

よ

う
。

⑦
母
子
健
康
予
帳
は
必
ず
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

今後の予定

・ 育児教室

８月６日

参献　　血

８月８日

麕乳児検診

８月29日



知
っ
て
い
れ
ば

安
心
！

私
は
現
在
自
営
業
で
す

が
、
以
前
1
0年
ほ
ど
会
社

勤
め
を
し
て
い
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
と
き
の
厚
生
年
金
は
ど

う
な
る
ん
で
し
ょ
う
。

だ
い
じ
よ
う
ぶ
、
心
配

し
な
い
で
。
老
齢
基
礎
年

金
の
受
給
資
格
が
あ
れ
ば
、
厚
生

年
金
の
保
険
料
を
支
払
っ
た
期
間

に
応
じ
て
、
老
齢
厚
生
年
金
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

厚
生
年
金
の
加
人
期
間
は
国
民
年

金
の
加
入
期
間
に
含
ま
れ
ま
す
。

老齢基礎年金

老齢基礎年金は。原

則として25年の受給資

格期間を満たした人が65

歳になったときから

受けられる年金です。

な～るほど

国民年金
～老齢基礎年金の巻～

国民 年金の鵬礎年金には．老齢

駄優年金．陣害基礎年金そして遺

族基礎年金の３つがあります．今

回は、 老齢基礎年金についてお 細

らせします．

年金係 谷 85 ｰ 2179

老齢基礎年金を受けるために必要な期間は、最低で25年

①国民年金保険料 を納めた 期間（ 第３号・免除 期間もＯＫ ）

② 任意加入で きる人 が加 入しなかった期間（合 算対象期閥 ）

③昭和36 年４月以後の厚生年金や共済組合などに加入した期閥

合算対象期間って何=?

①昭和36年4月から昭和61 年3月までに、配偶者が

厚生年金や共済組合に加入している間、本人が何

の年金にも加入していなかった期閥。

②昭和36年4月以後の厚生年金の脱退手当金を受け

た期間

（ 昭和61年4月以後に国民年金の加人期間を有

する場合に限る　　　　　　　　　　　　　

）

③昭和36年4月前の厚生年金などの被用者保険期間

で通算対象期閥になるもの。

1いくらもらえるんですか？

65歳の満額　785,500円

この額は20 歳から60歳までの40 年間すべて保険

料を納めた場合の金額です。保険料を納めた期間が40

年に満たない場合は、その期間に応じて減額され

ます。

繰り上げ支給というのは何ですか?

老齢基 礎年 金は 、原則として65 歳から 支給 される

ものですが、 希望 すれば60 歳以降ならいつで も受 け

ることができます。でも、65歳前に受け始めると減

額されます。一度減額された支給率は生涯変わりま

せん。

また｡66 歳以降に受ける繰下げ支給も。これは増

額支給。

繰り上げ支給には制限が…

65 歳 まで受けることができる特 別支給の老齢1ソ生

年金は、 支給 停1匕 （昭和16 年4 月２日以後生 まれの

人は 両方 を受給 することがで きます）

遺族厚 生年金と老齢基礎年 金は、65 歳までの期閥

ど ちらか を選択することになります｡ また､ 老齢圸礎

年 金を受給し始 めた後で障害が出 たり、未亡 人にな

っても障害基礎年金や寡婦年金は受けられ ません。

請 求 手 続き はど う する ん で すか?

印鑑、年金手帳、戸籍謄本、すでに年金を受給し

ているときはその年金証書、配偶者が年金を受給し

ているときはその年金証書、郵便局以外の金融機関

で受け取りを希望するときは本人名義の通帳を準備

してください。



募
集
し
ま
す

国
見
町
職
員

（
大
学

卒

程

度
）

国
見
町
で
は
、
平
成
九
年
度
に
採

用
す
る
職
員
（
大
学
卒
程
度
）
の
募

災
を
し
ま
す
。

★
受
験
資
格

昭
和
四
十
七
年
四
月
二
日
か
ら
昭

和
五
十
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
者
で
、
大
学
を
卒
業
し
た
者

又
は
ｙ

成
九
年
三
月
ま
で
に
卒
業

見
込
み
の
者

★
受
付
期
間

六
月
五
日
～
七
月
四
日

＊
郵
送
の
場
合
は
七
月
一
日
消
印
ま

で
受
付

★
一
次
試
験
日

★
同
合
格
発
表

★
二
次
試
験
日

八
月
四
日

十
月
上
旬

一
次
試
験
合
格
者
に
通
知

★
申
込
用
紙
の
請
求

申
込
用
紙
は
、
総
務
課
で
交
付
。

郵
便
で
髞
求
す
る
場
合
は
、
封
筒

に
『
大
学
卒
程
度
試
験
申
込
用
紙

詰
求
』
と
朱
書
き
し
、
八
十
円
叨

予
を
は
っ
た
宛
先
明
紀
の
返
信
用

封
筒
を
同
封
す
る
こ
と
。

★
申
込
方
法

申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入

し
、
総
務
課
に
提
出
。
郵
送
す
る

場
合
は
、
封
筒
に
「
大
学
卒
程
度

試
験
申
込
」
と
朱
書
き
し
、
八
十

円
切
手
を
は
っ
た
宛
先
明
記
の
返

信
用
封
筒
を
同
封
す
る
こ
と
。

受
験
以
を
受
領
し
た
と
き
は
、
最

近
六
か
月
以
内
に
撮
彫
し
た
本
人

の
写
真
一
枚
を
写
真
柵
に
は
り
、

受
験
当
日
持
参
す
る
こ
と
。

★
問
い
合
わ
せ

総
務
課
庶
務
係

（
8
5）
2
1
1
2

福
島
県
職
員

★
大
学
卒
程
度

・
受
験
資
格

昭
和
四
十
二
年
四
月
二
日
か
ら
昭

和
五
十
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
者
。
学
歴
は
不
問
。
た
だ
し

職
種
に
よ
っ
て
は
。
免
許
や
資
格

を
有
す
る
こ
と
（
収
得
見
込
み
も

酊
）
。

・
受
付
期
間

五
月
二
十
日
ｙ
（

月
十
三
日

・

．
次
試
験
　

六
月
三
1‐
日

・
同
合
格
発
衣
　
七
月
二
十
六
日

★
短
大
・
高
校
卒
程
度

・
受
験
資
格

高
校
卒
程
度
の
者
に
つ
い
て
は
、

昭
和
五
卜
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和

五
十
四
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
者
。
学
歴
は
不
問
。
短
人
卒

程
度
の
者
に
つ
い
て
は
、
職
種
に

よ
っ
て
異
な
る
の
で
悶
い
合
わ
せ

の
こ
と
。

・
受
付
期
間

八
月
十
二
日
～
九
月
三
口

二

次
試
験
　

九
月
二
十
九
日

・
同
合
格
発
衣

十
月
十
八
日

★
警
察
官
Ａ
・
特
別
募
集
警
察
官
Ａ

・
受
験
資
格

昭
和
四
十
二
年
四
月
二
日
か
ら
昭

和
五
十
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
男
子
で

大
学
（
短
大
は
除

く
）
を
卒
業
し
た
者
又
は
卒
業
見

込
み
の
者
。
特
別
募
集
分
に
つ
い

て
は
昭
和
四
ｔ
一
年
四
月
二
日
か

ら
昭
和
四
十
九
年
四
月
一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
男
子
で
、
大
学
（
短

大
は
除
く
）
を
卒
業
し
た
者
又
は

平
成
八
年
九
月
ま
で
に
卒
業
兄
込

み
の
者
。
平
成
（

年
十
月
一
日
の

採
用
に
応
じ
ら
れ
る
者
。

・
受
付
期
問

五
月
二
十
七
日
～
六
月
十
八
日

・
一
次
試
験
　

七
月
十
四
日

・
同
合
格
発
表
　
八
月
二
日
（
特
別

募
集
分
は
七
月
二
十
六
日
）

★
警
察
官
Ｂ
・
婦
人
警
察
官
・
福
鳥

県
市
町
村
立
学
校
栄
養
皸
員
（
短

大
卒
程
度
）
・
福
鳥
県
市
町
村
立

学
校
事
務
職
員
（
高
卒
程
度
）

・
受
験
資
格

警
察
官
Ｂ

昭
和
四
十
二
年
四
月
二
日
か
ら
昭

和
五
十
四
年
四
月
一
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
男
子
で
。
警
察
官
Ａ
（
特

別
募
災
分
含
む
）
の
受
験
資
格
を

有
し
な
い
者
。

婦
人
警
察
官

昭
和
四
十
二
年
四
月
二
日
か
ら
昭

和
五
卜
四
年
四
月
一
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
女
子
。
学
艇
は
不
問
。

学
校
栄
養
職
員
（
短
大
卒
程
度
）

昭
和
四
十
四
年
四
月
二
日
か
ら
昭

和
五
十
二
年
四
月
一
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
者
で
、
栄
養
士
の
免
許
を

有
す
る
者
又
は
取
得
見
込
み
の

者
。

学
校
事
務
職
員
（
高
校
卒
程
度
）

昭
和
五
十
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和

五
十
四
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
者
。
学
歴
は
不
問
。

・
受
付
川
閥

七
月
二
十
九
日
～
八
月
二
十
日

二

次
試
験
　
九
月
十
六
日

・
同
合
格
光
表

十
月
九
日

★
問
い
合
わ
せ

福
島
県
人
事
委
貫
会

（
2
1）７
５
８
８
・
7
5
9
0

税

務

職

員

（
税
務
大
学
校
生

）

★
受
験
資
格

昭
和
五

十
一
年

四
月
一「
日

か
ら
昭

和
五
十

四
年
四
月

一
日
ま

で
に
生

ま
れ

た
者

。

★
試
験
の
程
度
　

高
校
卒
業
程
度

★
受
付
期
間

六
月
二
十
六
日
～
七
月
三
日

★
試
験
日
と
試
験
内
容

二

次
試
験
（
教
養
・
適
性
・
作
文
）

九
月

八
日

・
同
合
格
発
表
4
‐
月
十
四
日

・
二
次
試
験
（
面
接
・
身
体
検
査
）

十
月
十
七
日
か
ら
二
十
四
日
ま

で
の
一
日
間

・
最
終
合
格
・発
表

十
一
月
十
五
口

★
問
い
合
わ
せ

・
仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課

０
２
２
《
２
６
３
）
1
1
1
1

・
福
鳥
税
務
署
｛
迴
3
1
2
1

通
信
講
座

受

講

生

福
鳥
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で

は
、
通
信
講
座
（
消
費
生
活
・
物
価



コ
ー
ス
）
の
受
講
生
を
募
災
し
て
い

ま
す
。

★
学
習
期
間

・
消
費
生
活
コ
ー
ス

七
月
～
十
一
月

・
物
価
コ
ー
ス
　
　

ハ
月
～
十
一
月

★
学
習
方
法

配
布
す
る
テ
キ
ス
ト
を
使
っ
て
自

宅
で
学
習
。
テ
ス
ト
票
や
レ
ポ
ー

ト
を
提
出
。

★
受
講
料

無
料
。
た
だ
し
、
レ
ポ
ー
ト
等
を

提
出
す
る
場
合
の
郵
便
料
は
自
己

負
担
。

★
申
込
先
・
申
込
方
法

企
画

商
工

課
企
画
商
工

係
へ

五
月

三

十

。一
日
ま

で
に
申

し
込
ん

で
く

だ
さ

い
。

★
学
習
内
容

・
消
費
生
活
コ
ー
ス

商
品
選
択
、
商
品
の
安
全

性
、
商
品
と
情
報
、
消
費

者
問
題

、
く
ら
し
と
経

済
、
消
費
生
活
と
契
約

・
物
価
コ
ー
ス

価
格
と
市
場
、
物
価
の
働

き
、
価
格
の
決
定
、
流
通

と
物
価
、
環
境
問
題
と
物

価
、
岡
際
化
と
物
価
、
法

律
と
物
価
、
税
と
物
価
の

安
定

★
問
い
合
わ
せ

企
画
商
工
課
企
画
商
工
係

さ
蓊

）
2
9
2
7

花のまちづくりコンクール

応募団体募集中
花と緑を育み 、美し い風景をみんなで共有する「花

の まちづく り」運 動は 、イ ギリスやフ ラン ス 、ド

イツなとで 住民参加の運動とし て進められています．

花のまち づく リ コン クー ルは ．花の魅 力を活 用

し て潤いの ある生活 環境づくり を目指し 、農林 水

産 省と建設 省の 提唱に より行 われているも ので 、

今回で ６回目となり ます．

募 集対象は 、庭 、垣根 、壁 画 、農用地な どが花

で装 飾さ れ ．快適な墹 境づく りと きれいな 景観づ

くり が行わ れている建 物 ．施設 ．地域で 、応募は

次の三部門です．

★団体部門

グループや団 体による アパート や住宅

団 地などの窓辺 ．ポーチ．街 路、広場な

どや学校の校庭 やその周辺 を花で飾って

いる場合．
★個人 部門

佃人による道路沿いの塀、生け垣や庭、

バルコニー、 テラス、窓や農 用地 を花で

飾っている場 合．

★企業 部門

商店街や駅、 バス停など を花で飾 って

いる増 合．

★応 募方法

本人が申し込む 方法 と推薦する第 三者

が申し込む方法があり ます.

★申込み方法

所 定の応 募用紙に過 去一年以内の町 真

を添 えて申し 込んでくだ さい．応募 川紙

は．趣設課に備えてあります．

★夢集期間

平成8 年7 月151-|まで

★巾込・問い合わせ

・ 花のまちづくリコンクール推進協議会

〒107　 東京都港区2 の3 の6
03 ( 3584 ) 653】

・ 建i没課維持管理係

(  85 ) 2972

大
学
入
学
資
格

検
定

説
明
会

毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る
「
大
学
入

学
資
格
検
定
」
の
受
検
科
目
が
今
年

か
ら
大
幅
に
変
更
さ
れ
ま
す
。

専
門
相
談
貝
が
対
応
す
る
説
明
会

を
閧
催
し
ま
す
。

★
日
時
と
掲
所

こ
（

月
一
．十

二
日

（
七

）

午

後

．
時

．二
十
分

か
ら

・
福
鳥
市

市
民

会
館

★
参
加
方
法

電
話
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
、

★
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

大
検
愉
報
セ
ン
タ
ー

酋
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

０
１
２
０｛
５
５
５
｝
0
1
８



タウンインフォメーション

西
分
署
だ
よ
り

守
り
ま
す

山
の
緑
と

防
火
の
マ
ナ
ー

例

年
今

の
時
期

は
、
山

火
事

が
多

く
発

生
し

ま
す

。
宅
地
や

林
野

の
木

や

草
が
乾

燥
し
て

い

る
た
め

、
燃

え

や

す
く

、
火

が
つ

く
と
大
き

な

山
火

事

へ

と
拡

大

す

る

こ

と

が
あ

り

ま

す

。山
菜
採
リ

や
行
楽
で

山
へ
出

か
け

る
こ
と
が

増
え
ま

す
。、
山

火
事

か
ら

大

切
な
緑

の
資
源

を
守

る
た

め
、
次

の

こ
と

に
注
意
し

ま
し

よ

う
。

【
山

に
入

る
と

き
】

枯
草
な
ど
が
あ
る
燃
え
や
す
い
場

所
で
は
た
き
火
を
し
な
い
。

強
風
畤
、
乾
燥
畤
に
は
火
入
れ
を

し
な
い
。

た
き
火
を
し
て
い
る
と
き
は
。
そ

の
場
を
離
れ
な
い
。
ど
う
し
て
も

離
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き

は
、
完
令
に
火
を
消
す
。

タ
バ
コ
は
完
令
に
火
を
消
し
、
吸

い
殼
は
持
ち
帰
る
。

タ
バ
コ
の
投
げ
捨
て
は
絶
対
に
し

な
い
。

原
野
に
火
を
放
つ
火
人
れ
を
す
る

場
合
は
必
ず
役
場
の
許
可
を
受
け

る
。

【
た

き
火

を
す

る
と
き

】

気
象
状
況
を
確
認
す
る
。

嘔
前
に
消
防
署
に
屈
け
出
を
す

る
。
（
電
話
辿
絡
で
も
よ
い
）

消
火
の
準
側
（
消
火
器
。
水
、
た

た
き
棒
な
ど
）
を
す
る
。

二
人
以
上
で
行
う
。

火
が
消
え
る
ま
で
、
そ
の
場
を
離

れ
な
い
。

電
気
保
安
協
会

大
型
電
気
器
具
に
は
専
用

の
コ

ン
セ
ン
ト
を

家
庭
の
各
部
屋
に
配
線
さ
れ
て
い

る
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
使
え
る
電
気
は

お
よ
そ
一
五
ア
ン
ペ
ア
ま
で
と
な
っ

て

い
ま
す
。
大
型
の
電
気
器
只
を
使

用
す
る
と
き
は
、
専
用
の
配
線
工
事

が
必
要
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

エ
ア
コ
ン
や
蓄
熱
吸
房
器
や
床
暖

房
器
な
ど
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
。

つ
の
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
使
用
で
き
る

電
気
器
貝
は

Ｉ
凡
口
⊃
ワ
ッ
ト
以
ド

を
目
安
に
し
ま
し
よ
う
。

な
お
、
ア
ー
ス
の
収
り
付
け
も
お

忘
れ
な
く
。

★
問
い
合
わ
せ

火
北
電
気
保
安
協
会
福
励
嘔
務
所

雲
衍

）
2
1
6
1

Ｎ
Ｔ
Ｔ

か
ら

電
話
線
切
断
事
故

防
止
の
お
願
い

辿
信
手
段
と
し
て
の
電
話
線
が
切

断
さ
れ
て
し
ま
う
と
社
会
生
活
に
人

き
な
影
押
を
及
ぼ
し
ま
す
。

い
っ
た
ん
設
備
嘔
故
を
発
生
さ
せ

る
と
建

設
上
木
１

叭
Ｅ会

社
に
多
額

の

設
備

復
旧
賠
償

令
を
支

払
っ
て

い
た

だ

く
こ
と

に
な
り

ま
す

。

Ｎ
Ｔ

Ｔ
で

は
、
設

備
嘔
故

を
防

叱

す

る
た
め

の
『
Ｌ

嘔
な

会

』
を
無

料

で
火

施
し
て

い
ま

す

。

道

路
な
ど
を

掘
削
す

る
各
種
上

木

工
嘔

を
施
ｒ

す

る
場
合
は

、
必
ず

工

嘔
む

に
前

に
Ｎ
Ｔ

Ｔ

に
連

絡
し
Ｔ
嘔

な
会

の
も

と
、
地
ド
埋

設
物
（
電

話

線

な
ど

）
の
有
無
を

確
認

の
う
え

Ｋ

収
ｆ
を
行
っ

て
く
だ

さ

い
。

★
連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｔ
Ｔ
　
Ｔ
Ｅ
東
北

福
鳥
支
店

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

昔
0
1
2
0（
Ｕ
8
7
６
４

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

武

山

董

輔
8
7

人
町
北

菅

野

時

子
6
7

駅

前

藤

川

勝

衛
8
8

宮
町
北

佐
久
間

茂
　

．
8
3

第

二

佐

藤

キ

ク
7
9

山

根

多

勢
　
　

大
8
3

山

根

大
　
友
　
文
　
三
　
7
1
　
人
　
坂

佐

藤

丹

藏
8
0

宮
町
北

阿

部
　
　

久
6
6

ほ

Ⅲ

高

橋

サ

ト
7
5

貝

………

八

巻

キ

ヨ
9
2

第

匕

結
婚

お

め

で

と

う

●萩　 原　逹　 皀　　　 ●齋　 藤　 山美子

（崎玉県）　　　　　　 （海 山）

●菊　 地　 賢　 －　　　●佐　 藤　 亜矢「

｛宮ll北｝　　　　　　 （梁）|网）

●小　 畑　 哲　 夫　　　 孥谷　　　 能理 子

（大町北）　　　　　　 （東京都）

誕
生

お

め

で

と

う

子 の 名 前　　 保 霞 者　　 町 内 会

まぐか
【||　|II　窓　佳　　IE　 ・志佐美　 宮　 舘

●ji
一

人 河 雄 太　 典 雄・洋 災　 町　 東

武　111　みやぴ　 占　弘・美千代　 泉 田 下

！か９ζ
14ﾐ久間　責　に　 伸　良・洋　ｆ　 川　 内

･lS　澤　浩　大　 雅　XI・栄美ｆ　 驛田光陽

鈴　木 満叩.仕　 洋　一一・-･ 輿　lll　 内

び4S
1左 藤 宏　喇　　 忠　 一真|||美　 第　12

宍　戸　典　゛11　憲 ・・知　子　 第　　１



観

月

台

文化
情報

問い合わせ

生 涯学習 課　 文化 振興係　ａ８５－２６７６

坂井俊博・岡本愛子 デュオコンサート

トランペット＆ピアノによる

楽しいひととき

6月８日(土)午後６時3O分開演　1OOO円

♪プログラム♪
【】|･ランペットとピア ノのための３つのプレリュ ード

{パ ッハ＆エルフ}

【】|･ランベ ット協奏曲 へ短調Op.18

(オスカー・ベー 刈

【】ピアノソナタ　ハ長調K  .330　( モ ーツ７ルト)

口} ランペ･フトとピア ノのための ソナタ

( シャン・ユボー)

ロ チヤJレタ ーフシュ　　　 【モンテ,1＆ メンデ ス】ほか

坂 井 俊 博 （トランペット）

東束芸人卒． 第４３川目 豕1丶交 コ

ンクール第１位．プラハの存閥際

コンクール第５位入賞後、ミュン

ヘ ン国 ａａ 楽 大学 等を 紆.て.ｰ

 9 8 5年まで カッセル国 政歌劇場

オー ケストラに在籍．その閥．ト

ゥーロンとジュネーブの両国際コ

ンクールで僅れた泌套者に贈られ

るディブロマを受賞．帰囚後．伴

奏や室内楽を中心にａ楽活動を行

う．

岡 本 愛 子 （ピアノ）

東京芸大卒． パリ国･y き楽院ピア

ノ科及び室内ａ稾科を｜等貫で卒

業．その間、ジュネーブ国際コン

クール銅貧、マリア・カナルス閥

際コンクール振賞．ロン・ティボ

ーIM 際コンクール人賞．ボルドー
ａ楽祭餓貨受?1. フランス．ドイ

ツなどヨーロッパで活躍．帰国優

は束京芸人講師を務めるかたわらN

 日 K Ｉクラシックアワー」など
の放送や自身の演奏活動を幅広く

打う．

★チケット取扱
観月台文化センター、

ＪＡ伊達みらい各支店

劇団 仲間公演　少年劇場

｢さようなら　バッキンガム｣

６月22日(土) 午前９時30 分開演　500 円

◆あらすじ◆

コリンは．元気もりもりのや

んちゃな12  ｡ パパ．ママと弟
ルカの４人寒蔟でオーストラリ
アに住んでいま覃，ある日．ル

カが埀い病気にかかってしまい
よ１，そんなこんなでイギリス
の心父さんのところへ行くこと

になったコリンは．女王抒なら
世界で一番のお氏名さんを知っ
ているはずだと，バッキンガム
宮殿に忍びこみま１･･ｙ

観月台｢ くうかん鳥｣

からのお願い

わたしは、観月台に

住み始めた空き缶回

収機の「＜うか ん

鳥」です。空き缶を
入れると中で、アル

ミ缶とスチール缶を

選別しま す。 そこ

で、お願いがありま

す。

・ 飲み残し が入 っているも のや空 き缶以外のものは

食べません。

●空き缶１個を入れると 「くう か

んシール」が １枚出 てきます。
・100 枚集まったら台紙にはって 、

住民課生活環境係へ持って来て

く ださい。100 円の報 奨金を交

付し ます。台紙は 住民課に あり

ます。

★問 い合 わせ　 住 民課 生活環 境係　 谷 85 ｰ 2116

６月の心配ごと相談
相腰したいことがあるときはお気軽にどうぞ。

秘密は守ります。

５日(和　鴨　 田　 清　 一・井　 砂　 喜代了

14口･匐　援　 沢　　 正　・ 佐久間　 フ　 ミ

25日吠| 松　 浦 輝　 夫・山　 崎　 ヤ　 イ

【場所】 役場（2附）相鮫室

【時間】 午前9時から12時まで



つうしん
国見町教育委員会生涯学習課

観月台文化センタ－

Å 偕丿朏

阿
津
賀
志
学
級
が
開
講

～
一
年
間
の
学
習
に
意
欲
～

嘔
成
八
年
度
の
阿
津
頁
志
学
級
開

講
式
並
び
に
交
通
安
全
大
学
証
交
付

式
は
五
月
（

日
、
学
級
生
約
二
町
人

が
出
席
し
て
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。

全
貝
で
阿
津
賀
志
学
級
の
歌
を
斉

唱
し

た
あ
と
、
冨
水
武
夫
町
長
か

ら
、
「
高
齢
化
社
会
に
適
応
し
た
生

き
方
を
白
覚
し
、
心
豊
か
に
し
か
も

健
康
で
充
実
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ

う
し

つ
か
り
学
習
し
て
下
さ
い
ご

と
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
い
た
あ
と
、

新
入
級
生
を
代
表
し
て
関
本
蓉
１
さ

ん
に
交
通
安
全
大
学
証
が
交
付
さ

れ
、
交
通
規
則
の
遵
守
と
嘔
故
防
止

へ
の
誓
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

続
い
て
吉
田
久
男
町
議
会
議
艮
、

尾
形
卍
雄
桑
折
讐
察
署
艮
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
励
ま
し
の
こ
と
ば
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

な
お
、
開
講
式
後
、
斎
藤
久
町
教

育
長
か
ら
『
ス
ポ
ー
ツ
か
ら
学
ん
だ

こ
と
』
と
い
う
演
題
で
、
貴
重
な
体

験
に
基
づ
い
た
人
変
有
意
義
な
お
話

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
年
度
の
阿
津
貿
志
学
級
開
講
時

点
で
の
学
級
生
は
三
百
名
で
す
。
人

級
は
随
時
で
す
の
で
、
公
民
館
に
連

絡
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
学
習
に
参
加

で
き
ま
す
。
本
仕
活
動
・
叺
花
栽
培
・

研
修
旅
行
等
楽
し
い
学
習
活
動
が
計

画
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
多
数
の
方

の
人
級
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

子
育
て
教
室
が
開
講

公
民
館
嘔
業
「
？
介
て
教
室
」
の

開
講
式
は
。瓦
月
九
日
、
教
竃
生
三
十

名
、
保
介
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん

卜
九
名
が
出
席
し
て
、
観
月
台
文
化

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
教
竃
は
、
幼
児
期
の
家
庭
敦

育
の
咀
要
性
を
自
党
し
、
子
育
て
の

心
構
え
や
知
識
、
技
術
な
ど
を
学
割‥

し
な
が
ら
、
教
室
生
川
の
交
流
や
親

睦
を
深
め
る
こ
と
を
凵
的
に
開
い
て

い
る
も
の
で
す
。
学
習
は
『
陶
と
健

康
な
体
』
「
草
花
栽
培
」
「
幼
児
川
の

し
つ
け
」「
幼
児
期
の
お
や
つ
」
な
ど

多
彩
な
内
容
を
’ｒ

定
し
て
い
ま
す
。

閧
講
式
の
あ
と
、
第
一
回
目
の
学

習
『
絵
本
の
は
た
ら
き
』
と
題
し
て
、

福
鳥
’ｒ

ど
も
の
本
を
広
め
る
会
会
艮

の
内
池
和
子
先
生
に
講
師
を
お
願
い

し
ま
し
ぺ

幼
児
期
に
ど
ん
な
絵
本

に
接
し
た
か
、
ど
ん
な
お
謡
を
読
み

聞
か
せ
た
か
で
、
そ
の
後
の
読
書
生

活
に
、
ひ
い
て
は
も
の
の
見
方
、
考

え
方
ま
で
大
き
く
彫
響
す
る
も
の

と
、
絵
本
を
示
し
な
が
ら
只
体
的
に

話
さ
れ
ま
し
た
。

スポーツ教窒の案内

・匸

バ
ウ
ン

ド
テ
ニ

ス
教

室

‘
と
　

き

６

月
2
5
囗

、
７
月
２

日

．

９

日
、

１６

日

、
2
3
口

毎
週

火
曜

口
　

５

回

1
9畤
3
0
分

’、
j
2
1
時

・
と

こ
ろ

観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー

体
育
館

・
対

象

町
民
の
方

加
名

・
内

容

初
心
者
向
け
の
基
本
的

な
央
技
指
導

・
講

師

町
体
育
協
会
バ
ウ
ン
ド

テ
ニ
ス
部
員

・
当
日
準
備
す
る
も
の
　
運
動
に
適

し
た
服
装
、
タ
オ
ル
等

・
申
込
み
　
６
月
1
7口
（
月
）
ま
で

○
町
民
ボ
ウ
リ
ン
グ
教
室

・
と
　
き
　
６
月
７
日
～
2
8日

毎
週
金
曜
口
　
４
回

毎
回
1
9時
～
2
1時

・
と
こ
ろ
　
か
ら
し
ま
ボ
ウ
ル
福
励

・
対
象
者
　
町
民
（
学
生
は
除
く
ご

定
貝
2
0名

＊
初
め
て
ボ
ウ
リ
ン
グ
を
す
る
方

＊
基
本
を
も
う
一
度
学
び
直
し
た

い
方

・
内

容
　

投
球
方
法
・
マ
ナ
ー
・

ゲ
ー
ム
等

・
受
講
料

七
、
一
．０
０
円

・
講

師
　
か
ら
し
ま
ボ
ウ
ル
福
島

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

・
申
込
み
　
５
月
3
1日
（
金
）
ま
で



生涯学習
行
事
の
お
知
ら
せ

gS 月

鰥i� 行　　　　事　　１

23　

(本)�
子ども移動図書館（小坂小）

24　
圀 �

子育て教室（野外学習）

29　

(水)�
子ども移動図書館（藤田小１年）

30　

(木)�
阿津賀志学級研修旅行

31　

應

ｋ �

阿津賀志学級グループ学習　(

スポーツ民謡)

�子育て教室（自主学習）

G)JI

蟒i� 行　　　 事　　１

４　

(火)�

阿津賀志学級　(

奉仕活動、交通安全教室)

�子ども移動図書館（小坂小）

５(水)�子ども移動図書館（大木戸小）

７　

圃 �

阿津賀志学級グループ 学習　(

スポーツ民謡)

�子育て教室

８　

(土)�

少年仲間づくり教室開講式

坂井俊博・岡本愛子デュオコンサート

11　

(土)�

阿津賀志学級グループ学習　(

和紙工芸)

�子ども移動図書館（大枝小）

12( 水)�くにみ女性教室

14　

窗

ｋ �

子育て教室

�成人学級

�子ども移動図書館（森江野小）　リ

団 員 募 集

◆柔道スポーツ少年団◆

・ 練習日時…毎週火・金曜日

小学生は午後6時～8 時

中学生以上は午後6眄～9 眄

・ 練習場所…観月台文化センター体育館

・ 会　　 費…年三千円（スポーツ安全保

険料含む）

・申し込み…本田林一郎

85 ｰ 2175

◆剣道スポーツ少年団◆
青少年健全育成を目的として ，国見町

剣道スポーツ少年団の団員を募集します。・

●練習日時…毎週月・金曜日

・ 午後6 時 30分～8 時（ただし 、第1 月曜

日は休館日のため綾習は行いません。）

・ 練習場所…観月台文化センター体育館

・申し込 み…入団を希望さ れる 方は 、練

習日に体育館においで下さい。

レ

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
教
室

レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

・
と

き
　
６
月
1
6日
・
2
3
H

日
曜
日
　
２
回

1
0時
～
1
2時

・
と
こ
ろ
　
上
野
台
運
動
公
園
総
合

運
動
場

・
内

容

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
基

本
的
な
知
識
や
火
技
指

導

・
対
象
者

町
民
の
方
　
3
0名

・
１
日
準
備
す
る
も
の
　
巡
助
に
適

し
た
服
装
、
ス
ポ
ー
ツ
シ
ュ
ー
ズ

・
申
込
み
　
６
月
７
日
（
金
）
ま
で

※
申
込
み
は
い
ず
れ
も
公
民
館
ま
で



ぼ
く
も
わ
た
し
も

気
を
つ
け
ま
す
！

春
の
交
通
安
全
運
助
期
間
中
の
四

月
十
四
日
。
国
兄
町
と
桑
折
町
の
新

人
学
児
童
を
交
通
事
故
か
ら
守
ろ
う

と
交
通
安
全
親
子
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

が
開
か
れ
ま
し
た
。

国
見
町
交
通
安
全
母
の
会
会
員
が

ぬ
い
ぐ
る
み
を
着
て
、
子
ど
も
た
ち

に
交
通
ル
ー
ル

の
説
明
を
行
う
一

方
、
桑
折
警
察
薯
の
担
当
者
が
親
た

ち
に
子
ど
も
を
交
通
事
故
か
ら
守
る

た
め
の
心
榊
え
を
講
義
。

ま
た
、
会
場
と
な
っ
た
北
部
日
本

自
動
車
学
校
の
教
習
コ
ー
ス
で
。
自

バ
イ
や
パ
ト
カ
ー
の
乗
申
体
験
を
し

た
り
、
正
し
い
横
断
歩
道
の
わ
た
り

方
な
ど
を
教
わ
り
ま
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
後
は
交
通
安
全

ク
イ
ズ
。
子
ど
も
た
ち
の
歓
声
が
会

場
い
っ
ぱ
い
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。

サ
ク
ラ
も
艶
っ
ぽ
く

観
月
台
公
園
に
ｔ
瓦
从
の
照
明
灯

が
備
え
ら
れ
．
ほ
ん
の
り
と
夜
の
桜

を
照
ら
し
出
し
ま
し
た
。
ま
た
、
池

に
は
喰
水
も
設
置
。
夜
間
は
赤
青
黄

の
三
色
の
光
が
水
の
助
き
を
照
ら

し
、
幻
想
的
な
雰
四
気
を
醸
し
出
し

て
い
ま
す
。
噴
水
の
高
さ
は
「
く
に

み
」
に
合
わ
せ
て
九
二

二
惣
‥
Ｍ

観
月
台
公
園
の
整
備
は
、
柵
島
県

が
水
環
境
整
備
丿
業
と
し
て
ｆ
成
瓦

年
度
か
ら
浚
渫
や
護
岸
ｒ

事
を
始

め
。
あ
ず
ま
屋
。
水
匕
ス
テ
ー
ジ
な

ど
が
す
で
に
完
成
。
現
在
は
、
せ
せ

ら
ぎ
水
路
や
ｙ

ど
も
の
水
遊
び
場
、

芝
広
場
な
ど
の
建
般
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
平
成
八
年
度
中
に
す
べ
て

の
整
備
が
完
了
し
ま
す
。

四
月
十
八
日
の
点
灯
式
に
は
冨
永

町
長
や
占
田
町
議
会
議
長
ら
関
係
者

五
十
人
が
出
席
、
光
に
浮
か
び
上
が

る
噴
水
に
拍
ｆ
を
贈
り
ま
し
た
。

よ
ご
さ
な
い
で

大
木
戸
小
の
ク
リ
ー
ン
作
戦

八
月
一
川
、
大
木
戸
小
学
校
（
Ⅲ

中
占
明
校
長
）
の
児
童
八
ｔ

九
人
が

（

イ
キ
ン
グ
を
兼
ね
た
阿
津
貿
志
山

展
望
台
周
辺
の
ご
み
拾
い
を
し
ま
し

た
。
こ
の
体
験
授
業
は
毎
年
行
っ
て

い
る
恒
例
の
も
の
。
午
前
中
に
学
校

を
出
発
し
た
児
童
た
ち
は
、
頂
上
で

昼
食

を
と
っ
た
後
、
作
栗
咽

始
。

あ
っ
と
い
う
川
に
袋
は
い
っ
ぱ

い

に
。

お
と
な
も

負
け
ず
に

四
月
二
十
二
日
、
国
兄
町
鯉
設
業

組
合
の
会
員
の
み
な
さ
ん
が
、
広
域

農
道
と
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ま
で
の

逆
路
を
消
紬
し
ま
し
た
。

ち
い
さ
な
天
才
た
ち

虫
の
こ
え

森
江
野
小

宍
戸
三
史
郎

今

日

。

四

聘

圜
目

に

音

楽

を

し

た

。

ぽ

く
の

作

っ
た

娶
器

は

。
ふ

え
で

す

。

へ

ん

な

音

が

で

ま

す

。

「

虫

の
こ

え

」

を

や

っ

て

ぽ

く

の

番

は

チ

’コ

ン

チ

ョ
ン

チ
ョ

ン

チ

ョ

ン

ス

ィ

ー

ツ

チ

ョ

ン

で

す

。

気

に

い

っ
て

い

ま

す

。

児
輿
生

往

艾
輿

『
く

に
み
の

作
文

』
第
2
8号

か
ら

へんしゅう雑記

あのー、なぺ敷なんかに使わないで

もらえませんか。広報を…。
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